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平成30年　第４回定例会
（平成３０年１２月１１日）

審　議　結　果
№№ 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

1 議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（議会議員の期末手当の支給月数を改正するもの）

原 案 可 決

2 特別職給料額等支給条例の一部を改正する条例の制定について
（特別職期末手当の支給月数を改正するもの）

原 案 可 決

3 雨竜町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（国家公務員の給与改定に準じて雨竜町職員に対する給与を改正するもの）

原 案 可 決

4
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
（特別職の職員で非常勤のものに係る月額報酬の一部を改正するもの）

原 案 可 決

5 南竜地区コミュニティセンター等を管理する指定管理者の指定について
（指定管理者となる団体　雨竜町第１町内　町内会長　能祖　薫）

原 案 可 決

6 伏古地区コミュニティセンター等を管理する指定管理者の指定について
（指定管理者となる団体　雨竜町第２町内　町内会長　岡部　秀男）

原 案 可 決

7 雨竜町高齢者コミュニティセンター等を管理する指定管理者の指定について
（指定管理者となる団体　雨竜町第３町内　町内会長　蔵田　一芳）

原 案 可 決

8 豊里地域コミュニティセンターを管理する指定管理者の指定について
（指定管理者となる団体　雨竜町第４町内　町内会長　佐々木　幸一）

原 案 可 決

9 洲本地区コミュニティセンター等を管理する指定管理者の指定について
（指定管理者となる団体　雨竜町第５町内　町内会長　照井　勝）

原 案 可 決

10 面白内地区コミュニティセンター等を管理する指定管理者の指定について（指定管理者となる団体　雨竜町第６町内　町内会長　吉本　周治）
原 案 可 決

11 12区コミュニティセンターを管理する指定管理者の指定について（指定管理者となる団体　雨竜町中央営農組合　組合長　松田　一敏）
原 案 可 決

12 追分公園を管理する指定管理者の指定について（指定管理者となる団体　雨竜町第１１町内　町内会長　大熊　金八）
原 案 可 決

13 平成30年度雨竜町一般会計補正予算（第５号）（89,700,000円を増額補正し、総額4,013,125,000円とする）
原 案 可 決

14 人権擁護委員候補者の推薦について（雨竜町字満寿３０番地２２１　柴垣　一男氏を推薦）
適 任

※　指定管理者の指定の期間は、平成３１年（２０１９年）１月１日～翌年（２０２０年）
１２月３１日までの２年間となっています。
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補　　　　正　　　　予　　　　算

◇平成30年度雨竜町一般会計補正予算（第５号） －原案可決－
　これまでの予算に89,700,000円を追加しました。
　（主な内容）

総 務 費
総 務 費
総 務 費
総 務 費
土 木 費

ふるさと納税贈答品の増 18,310,000円
ふるさと納税贈答品郵送料の増 12,900,000円
ふるさと納税業務支援サービス利用料の増 3,600,000円
ふるさと創生基金積立金の増 47,700,000円
建設車両燃料費の増 1,500,000円

補正後の予算総額　　　　　　　　　40億1,312万5千円

第４回定例会までの閉会中に行った所管事務調査の結果内容を報告いたします。      

期　日：平成30年11月22日（木）・27日（火）

＜調査結果＞
○町内における空き家の状況と対応方策について（継続）
　本件については、地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼすことが懸念されるものであり、
前回からの継続調査とし、具体的な対応策を求めながら調査を進めたものである。
　なかでも、国の指針に基づく空き家対策の計画策定や対策協議会が設置されることにより、
具体的な対策が期待される。
　また、法律的な手続きや諸事情などについても、一つ一つ理解を求めながら、今後の対策協
議会の中で検討を進められたい。
　特定空き家をこれ以上増加させないためにも、引き続き適正管理に関する助言・指導に努め
られたい。

＜現地調査＞
　現地調査では、１１月２２日に「いきいき館」「保育園」「メモリアルパークキッズエリア」「町
有住宅工事」「道の駅」「町道面白内渭の津線道路工事」の現地調査を行いました。

行政常任委員会報告

いきいき館 メモリアルパークトイレ保育園照明設備
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風疹の流行の中心となっている３０代から５
０代の予防接種を受けていない男性への抗体
検査や予防接種費用の助成制度は、ない状況
であります。今後、抗体検査費用や予防接種
費用について、何らかの助成を図っていくこ
とが必要と考えるが、再度町長の見解を伺う。

町　長
　国においては、予防接種を受けていない方
への風疹の抗体検査費用の予算措置、ワクチ
ンの供給、予防接種の定期接種化など、風疹
予防対策の強化について検討されているとこ
ろであります。
　今後、市町村におけるガイドラインが示さ
れてくると思いますので、国の方策や近隣市
町村の動向をふまえて、風疹の感染予防対策
を進めてまいります。

質　問
　風疹患者が首都圏を中心に急増しています。
妊婦が風疹に感染すると赤ちゃんに障害がで
るおそれがありますが、３０代から５０代の
男性が流行の中心となっています。この世代
の男性は、子どものころに無料で予防接種を
受ける機会がなく、免疫が不十分な人が多い
ことも風疹が流行している原因とされていま
す。北海道でも流行の兆しがある中、本町に
おいても対応が必要と考えます。
　今後の雨竜町における風疹感染予防の対応
策について、どのような見解をもたれている
のか伺う。

町　長
　滝川保健所管内においては、ここ１０年間、
風疹の感染者数はいない状況となっています。
　全国的には、感染者数が２，０００人を超
え、北海道内では、感染者が１７人でありま
す。本年９月以降に急増している状況を踏ま
え、厚生労働省では、感染防止対策として、
風疹の予防接種を受けていない男性の抗体検
査の実施や予防接種の推進を図るため、自治
体の取り組みに関するガイドラインの策定を
進めることとしており、国の動向を注視して
対応を図ってまいりたいと考えております。

再質問
　妊婦の家族等に対する抗体検査費用助成に
ついては、北海道で行っているようですが、

風疹対策における
　　　　　町の対応について問う
質問順１番　　　　

野村　耕次郎　議員

　平成30年第４回定例会が12月11日に招集され、今回は４人の議員が５項目にわたり一般
質問しました。

町 政 執 行 に 対 す る
一　　 般　　 質　　 問
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成、医療費の無料化継続など各種施策に取り
組んでまいりました。これらの実現により、
子育て環境の大幅な充実が図られてきている
ものと思います。
　ご質問の高校生に対する支援についてです
が、現在のところ新たな支援は考えておりま
せんので、ご理解願いたいと思います。

再質問
　「現在考えていない」との答弁ですが、近
年は、中学校卒業生全員が高校に進学する状
況にあり、高校から遠距離にある本町の不利
な条件を支援することによって、若い世代が
定住しやすい環境に整えるべきと考えます。
　ぜひ、高校に通学する生徒に何らかの支援
・助成措置を実施すべきと考えますが、再度
町長の答弁を伺う。

町　長
　雨竜町では、中学生までを対象として、保
護者の経済的な負担軽減を図り、子供を産み、
育てしやすい環境づくりに努めているところ
であり、他の自治体では行っていないような
手厚い子育て施策を実施しております。
　よって、現時点では、義務教育までの支援
についてを町が行うべきと考えておりますが、
今後、その状況を見極め、都度、時代に合っ
た対応が必要と考えておりますので、ご理解
願います。

質　問
　若い世代が定住先を決める条件では、子育
て支援が重要であると言われています。本町
においての子育て支援対策は、義務教育まで
はかなり充実しているところであり、子育て
世代の負担が軽減され子育てしやすい環境に
なっていますが、高校からの支援については
行われていない状況です。高校への通学費や
教材費等の負担は年々大きくなっていますし、
近隣の自治体でも通学費等の助成を実施して
いるところも多くあります。本町においても、
高校通学費等の支援によって、更に若い世代
が定住しやすい環境が作られ、転出者の抑制、
転入者の増加につながるものと思いますが、
町長の考えを伺う。

町　長
　私は、町長就任以来、基本的に子供さんが
生まれてから、義務教育である中学校卒業ま
でを、町が行う子育て支援の対象と考え、議
会のご理解をいただきながら、出産奨励金の
大幅引き上げ、保育料の大幅軽減、学童保育
料の多子軽減、学校給食費や修学旅行費の助

定住促進事業の拡充を
質問順２番　　　

吉本　周治　議員

有害鳥獣駆除対策の町の考え方
質問順３番　　　

木村　啓治　議員

質　問
　本年度のアライグマ駆除頭数は、現在５９

頭であり、捕獲から駆除までは、国から認定
された「雨竜町」のみが実施でき、職員が行
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っております。
　今回、町における新たな取り組みとして、
町民を対象に「アライグマ捕獲従事者講習会」
を開催し、受講後「捕獲従事者登録」するこ
とにより、箱ワナ設置から処分までを職員以
外が行なうことが可能になりました。
　講習会には、３４人の方が受講され、その
内、半数以上の方が「捕獲従事者登録」をさ
れたということは、それだけ被害にあってい
るものと考えます。そこで、捕獲にあたり、
現在、町が所有している「箱ワナ」について、
今後、貸し出しする箱ワナが現有台数では不
足することが予想されますが、必要な箱ワナ
の確保など駆除対策について、町の考えを伺
う。
　また、エゾシカ被害防止対策では、「くく
りワナ」の設置、「銃による駆除」、並びに「電
気柵の設置」については、地域における「資
源保全事業」や「とも補償事業」の補助を活
用し、農地の周囲に電気柵を設置するなど、
侵入を防ぐ対策が図られておりますが、根本
的な個体減少には至っておりません。
　このことから、この対策を効果あるものと
するためには、一部の方が行うのではく、町
民がこの取り組みを理解し、全町をあげて対
策に協力することが必要と考えますが、町長
の考えを伺う。

町　長
　「有害鳥獣駆除対策」において、町がすべ
き第１の対応は、対策の必要性を発信し、取
り組みに対して町民の皆様にご理解とご協力
をいただくことと考えます。
　そこで、今回はじめて「アライグマ捕獲従
事者講習会」を開催し、多くの方に受講いた
だきました。
　この講習会では、生態、捕獲駆除に係る知
識を学び、「捕獲従事者」にもこの主旨にご
賛同のうえ、登録をいただいたことは、今後
の対策の広がりを期待するものであります。
　ご指摘のとおり、この場合、町有箱ワナの

台数を増やすなどの対応が必要ですが、どの
位の台数が必要か、購入後の保管・管理等を
どうするのか、また、今後、「捕獲従事者」
が捕獲目的で箱ワナを購入することも可能と
なることから、これらの状況も踏まえ、必要、
かつ効果的な施策につきまして、十分検討す
る必要があると考えます。
　次に、エゾシカの捕獲・被害状況ですが、
防止対策としましては、農業活性化推進協議
会において狩猟免許取得経費の助成や、くく
りワナの貸し出しを行っており、とも補償事
業において電気柵の購入に対し助成も行って
おります。しかし、広い林地等をひかえ、隣
接する市町を自由に往来できる環境の中、現
在の捕獲・駆除対策では対応が追いついてい
ない状況があります。
　農地での銃器による駆除は危険が伴うなど
制限があり、電気柵を全町範囲として、農地
と接する林地や河川敷地沿いに設置してはと
の考えもお聞きしますが、管理上、大変難し
いものがあります。
　このようなことから、町としましても、ア
ライグマ同様、本町における有害鳥獣対策に
ついて、農作物等を被害から守る取り組みに
協力していただける人員の養成と確保、及び、
現状の対策を基本に、更に対策が推進される
よう環境整備に取り組んでまいります。

再質問
　「アライグマ捕獲従事者講習会」の開催や、
「捕獲従事者登録制度の導入」などは、町が
地域住民と共に行う新たな取り組みであり、
次につながる環境整備の一歩であると考えま
す。
　この取り組みや現状を、町民に対し情報発
信を行い、今、何が必要で何ができるのかな
ど十分検討していただき、伴う必要な予算を
確保され、対策を講じられることを要望し、
再度、町長に考えを伺う。
　
町　長
　「有害鳥獣対策」は、皆様のご理解とご協
力がなければ、町だけで取り組むことはでき
ません。
　特に、農作物被害に遭われる農業者の皆様
は、大変な思いをされておられることと思い
ます。
　このことから、多くの農業者の皆様にも対
策に参加していただき、このことが農業者以
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公共施設内駐車場の照明灯について

わせて、駐車場の照明も整備してきており、
概ねＬＥＤ照明になっているなど、必要な照
度は確保されているところです。
　これまでも特に利用者の方から暗いといっ
た苦情はいただいておらず、必要により壊れ
たものを修繕するなどの措置をしてまいりま
した。
　ご指摘の点については、各施設の状況をよ
く調査し、夜間の利用者数などを勘案するな
ど、施設管理者とも十分協議のうえ、その必
要性を判断してまいりたいと思います。

再質問
　公共施設の駐車場は面積が広く、全体を明
るくするということは予算的にも無理な面も
あると承知していますが、一部、避難施設に
なっている施設もあることから、今一度、各
施設の状況を調査し、対応をしていただきた
いと思います。
　また、施設の入り口に向かう来館者のため
にも十分な明るさを確保するということは、
まちづくりの一環ではないかと考えますが、
再度町長の考えを伺う。

町　長
　先ほど申し上げた通り、施設管理者と協議
のうえ、必要と判断した場合は、改善を図っ
て参りたいと考えますが、照度の問題ばかり
でなく、それぞれの施設の設置目的なども考
慮したうえで対応してまいります。

質　問
　雨竜町の公共施設の駐車場は、主に役場・
公民館・改善センター・いきいき館・ふれあ
いセンター・保育園・小中学校などがありま
す。
　全体的に見渡してみますと、役場庁舎の駐
車場の夜間照明は、最新の設備となっており
問題ないと思います。
　公民館も以前は薄暗い印象でしたが、壁掛
けの投光器が設置され改善されました。
　一方、道の駅駐車場はオレンジ色の照明が
全体には行き届かず、薄暗く感じます。また、
いきいき館や保育園も照明の設置数が少なく、
十分な明るさが行き渡っていないようです。
　更に改善センターについても、夕方から夜
にかけて利用者の出入りが多く、改良の余地
があると思われますので、見直しを図り最新
の照明器具への更新や増設が必要と考えます
が、町長の考えを伺う。

町　長
　公共施設の駐車場の照明に関するご質問で
すが、これまで各施設の整備・改修事業にあ

質問順４番　　　　

野村　耕次郎　議員

外の皆様にも影響を与え、町をあげての取り
組みにつながればと思いますが、なかなか簡
単には進まない状況です。

　町としましても、現状の課題を十分検証し、
今後の取り組みにつきまして検討してまいり
ます。
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次期の農業施策の考え方
質問順５番　　　

沖田　浩一　議員

請があったことは、資材としても効果が期待
でき、事業としても有効なものと考えており
ます。
　次に、２点目のご質問の「クリーン農業」
の推進についてですが、北海道においては、
産地としての自覚と意欲を高めることを目的
に「北のクリーン農産物表示制度」が創設さ
れ、雨竜町の水稲生産においても、消費者へ
安心・安全な農産物を届けるため、基準をク
リアした「イエスクリーン米」を本年より生
産し出荷されています。
　これら「クリーン農業」の取り組みを、雨
竜町で生産される農産物全体で取り組むこと
は、生産から収穫・販売体系が違い難しいも
のがありますが、「クリーン農業」が「雨竜
町の農業」と言われるよう取り組まれること
が必要です。
　それと共に、雨竜町の「米の生産」において、
願わくは多くの農業者が同じ方向性を持って
取り組まれ、「イエスクリーン米」である「う
りゅう米」が、新たなブランド米として広く
認知され、流通することを期待するものであ
ります。

再質問
　雨竜町では、その時々において、効果的と
される行政支援策を検討・協議し、平成２９
年度より「ケイ酸資材」、「融雪剤」の施用に
対し支援を行っておりますが、その効果を実
感できるには至っておりません。
　自治体支援としては農業者にとっては手厚
い支援であると考えますが、実施されてから
２年であることから、継続も含め今後の町に
おける施策について考えを伺う。
　また、「クリーン農業」の取り組みとして、
「イエスクリーン米」の生産・出荷が始まり、
今後の取り組み面積も拡大傾向にあります。
　このことは、農業者の意識改革が進んでき
たものと考えますが、この取り組みついて、
更に広がりを助長するよう、町としての関わ
りや推進方策について町長の考えを伺う。

質　問
　町では活力ある稲の生育を助長し、良食味
米生産と安定した収量確保を図るため、平成
２９年度より「雨竜町良質米生産対策助成」
として、「ケイ酸資材購入助成」に重点を置
き実施しております。
　事業年度は、平成２９年度から３０年度の
２カ年でありますが、この事業を実施した成
果を伺う。
　また、北海道の取り組みとして、有機物の
施用や健全な土づくりを基本に、化学肥料や
化学合成農薬の使用を必要最小限にとどめる
など、環境にやさしく、安心・安全な農産物
の生産を目指す「クリーン農業」を推進して
おります。
　本町でも、この理念に基づく生産方法によ
り、本年産米より「イエスクリーン米」の出
荷が始まりました。
　豊かな自然環境に優しいクリーン農業技術
の導入は、自信を持って農産物を消費者へ届
けることができることから、本町の農産物生
産においても「クリーン農業」の一層の推進
が必要と考えますが、町長の考えを伺う。

町　長
　１点目の、「雨竜町良質米生産対策助成」
による成果についてのご質問でありますが、
本町は、空知管内はもとより、北海道におい
ても、良質・良食味米を生産する「米」の主
産地であります。
　「ケイ酸資材」の水稲への施用は、根の活
性化と茎や葉を丈夫にし、耐倒伏性を助長し、
低タンパク化と食味を向上させるとされてお
ります。
　しかし、「ケイ酸資材」について、一概に
施用回数や量により効果が表れるというもの
ではありません。
　特に本年は、天候不順などを要因として、
この目的とする効果を、実績により検証する
には難しい状況でありますが、多くの農業者
が「ケイ酸資材」を購入し、助成金の交付申
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町　長
　「雨竜町良質米生産対策助成」として実施
した「ケイ酸資材」等の助成にあたり、今ま
での施策の検証や、関係機関・団体、農業者
の皆様にもご意見をお聞きし、今最も必要な
施策として取り組むことといたしました。
　実施してから２年間ということから、引き
続き誘導策として実施するという考えもある
一方、農業者が自らの水稲経営において取り
組む営農技術であるという考えもあり、十分
検討させていただきたいと思います。
　また、「クリーン農業」、及び「イエスクリ
ーン米」の推進に係る町としての考え方につ
いてのご質問ですが、「クリーン農業」の取
り組みは、近隣市町では、早くから取り組ん
できたという歴史があり、「ＪＡきたそらち」
におきましても、明確に「クリーン農業」の
取り組みが必要であると示されております。
　やはり、この取り組みは農業者全体の意識
の共有が大事であると考えますし、町としま
しても、これら取り組みの動向を踏まえ、必
要に応じ対応を考えてまいります。
　次に、「イエスクリーン米」の推進につい
てですが、町としましては、要請により、「雨
竜町クリーン農業推進協議会」の事務局を担
い、申請・管理事務を執り行っておりますが、
現在、２団体が登録され、それぞれ責任者を
配置し、生産から出荷までの肥料、農薬等の
管理や加入・作付拡大に取り組んでおります。

　さらに、平成３０年３月には、町内水稲作
付農業者を対象とする「雨竜町水稲生産部会」
が発足しました。会員は、町内でうるち米を
作付し、良質・良食味米生産に努める生産者
とされ、事業内容では「クリーン農業に関す
ること」を取り組むと明記されております。
　待ちに待った、期待すべき農業者の創意に
より立ち上げた団体であります。
　町としましても、この設立の考えを大いに
支持し、町ができる支援につきまして行って
いきたいと考えております。

再々質問
　町の農業振興方策として今後検討される事
業については、町、並びに農業者が求める事
業効果を共有できる内容となるよう考慮され
たい。
　また、「クリーン農業」、並びに「イエスク
リーン米生産の取り組み」につきましても、
本町農業の将来を見据えた取り組みとして、
町においても、支援について検討されること
を申し上げ、質問を終わります。

町　長
　本町農業の振興については、ＪＡ・農業者
並びに農業関係団体の自主的な取組とともに、
町としましても、基幹産業である農業が、水
稲を中心に発展するよう、必要な行政施策に
ついて検討し、取り組んでまいります。

議会を傍聴してみませんか？
　定例会は年４回、臨時会については、必要に応じて
開かれます。

　事前のお申し込みは不要ですので、直接、議場にお
越しください。

次の定例会は３月に開かれる予定です。
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発行／雨竜町議会　編集／議会広報特別委員会

　議会広報特別委員会
　　　　　委 員 長　　平　松　恭　宏
　　　　　副委員長　　野　村　耕次郎
　　　　　委　　員　　須　見　栄　一
　　　　　委　　員　　木　村　啓　治

　９日　雨竜町社会福祉大会 議　長
１８日～２１日
　　　　中空知町議会議長連絡協議会道外
　　　　政務調査及び第６２回町村議会議
　　　　長会全国大会（鹿児島県・東京都）
 議　長
２２・２７日　行政常任委員会
３０日　深川地区交通安全協会連合会創立
　　　　７０周年記念祝賀会 議　長

　３日　議会運営委員会

おもな議会のうごき　（11月～１月）

11　月 １１日　第４回定例会
１８日　雨竜町商工会年末懇話会 副議長
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　７日　雨竜消防出初式 全議員
１３日　雨竜町成人式 議　長
１８日　空知町村議会議長会役員会（栗山
　　　　町） 議　長
　　　　雨竜地区連合会旗開き 議　長
２４日　議会広報特別委員会

１　月

　議会だより第１９６号をお届けします。
　新年が明け、今年は昨年と比較しますと穏
やかな日々が続き、降雪量も少なめとなって
います。
　この後も雨竜町にとって、過ごしやすく最
良の気候となることを願っております。
　また、本年は天皇即位により元号が変わる
節目の年でもあります。このことから、皆さ
んにとって一層平和な日常が続く大切な１年
であることを節に願うところです。
　さて、雨竜町を取り巻く環境は、過疎化に
伴う人口減少問題や農業部門での技術革新の
行方、更には商工業の活性化など、これから
も様々な課題解決が必要です。
　今後も雨竜町振興基本計画のキャッチフレ
ーズでもあります「こどもからお年寄りまで
笑顔があふれ、未来に希望のもてるまちづく
り」実現のため、官民一体となった町政全般
の活性化を願うところです。
　私たち町議会議員の任期も本年の４月２６
日を以て任期が満了します。この間、町民の
皆様には、議会活動に対しご理解とご協力を
頂き、大変お世話になりましたこと、誠に感
謝申し上げます。
　おわりに、本年が、皆様一人ひとりにとっ
て、実り多き素晴らしい１年となりますこと

編　集　後　記

12　月

議会議長あての文書は

議 会 事 務 局 へ
　議会議長あての文書や案内状などは、
議長公務日程上調整する必要があります
ので、議長の私宅に送付せずに、直接、
議会事務局に送付されますようお願いし
ます。
＜送付先＞
〒078-2692
雨竜郡雨竜町フシコウリウ104番地

雨竜町議会議長あて

をご祈念申し上げまして、今期最終の「議会
だより」とさせていただきます。

（須見　栄一　記）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [100 100]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


